
氏名 新宮 一成

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

奈良大学臨床心理クリニックにおける心理相談業務。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】 精神科専門医ならびに臨床心理士としての精神科診療とメンタルヘルス業務。

京都大学医学部卒

医学博士

精神神経学、精神病理学、精神療法学、精神分析学、精神医学史、病跡学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・科学研究費（基盤研究（C)）「岩倉病院資料の分析に基づく精神医療史の研究」研究
代表者：中村治、研究分担者：新宮一成。
・科学研究費（挑戦的萌芽研究）「歴史理解にもとづく精神保健福祉教育プログラムの
開発」研究代表者：橋本明、研究分担者：新宮一成。

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本精神神経学会、日本精神病理学会、日本精神医学史学会、日本精神分析学会、日本
芸術療法学会、日本描画テスト・描画療法学会、他。

神経症と精神病における病理体験の臨床的解明と精神療法、ならびに人間主体の無意識
への構造論的接近。

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

　
・精神医学特論 ・心身医学特論
・臨床心理学演習Ⅰ（一）・臨床心理学演習Ⅱ（一）
・臨床心理学演習Ⅲ（一）・臨床心理学演習Ⅳ（一）
・臨床心理実習（通年）

授業科目

学部担当科目

・臨床心理学演習Ⅰ（二）・心理アセスメント実習Ⅰ・カウンセ
リング実習Ⅰ
・臨床心理学演習Ⅱ（二）・心理アセスメント実習Ⅱ・カウンセ
リング実習Ⅱ
・臨床心理学特殊講義（三）・臨床心理学特殊講義（二）
・精神分析学
・精神医学



単著

単著

単著

単著

単独講
演

単独講
演

単独解
説

2016年10月

臨床精神医学, 45:
1383-1389.

The 4th World
Humanities Forum,
水原（スウォン）
市, 韓国

大阪大学精神科同門
会「和風会」講演
会、大阪市

ミネルヴァ書房刊,
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最新精神医学, 21:
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日本芸術療法学会
誌, 47: 29-34.

臨床描画研究, 31:
54-70.

2016年5月

2016年6月

2016年8月

2016年11月

退行期においては生物学的生存の残
り時間は短くなるが、心的には未来
は過去が投射されて作られ続けるた
め、記憶の事後的な主体化によっ
て、退行期にも未来が現前し続ける
ことを論じた。

通常の精神療法において作動する言
語活動と、芸術療法において作動す
る言語活動の違いを、後者が、起源
に存在した言葉を措定し、治療場面
にその言葉を隠喩的に出現させると
いう点にあることを論じた。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

希望の概念を中心としたユネスコ後
援の国際フォーラムにおいて、この
概念の歴史的再規定を試み、近代的
人間の神からの離反に伴う絶望感を
前提にして希望という概念が生まれ
たことを示し、過去の絶望の未来へ
の投射として、希望が存続すること
を論じた。10月27-29日開催、本基
調講演は10月27日に行った。

描画療法の中に表された「かたち」
の中には、「すきま」や「しわ」の
ような不合理な部分が見られ、これ
が精神分析の語りにおける無意識に
相当し、表現する主体の立脚する場
であることを論じた。

①退行期・終末期の精神を
めぐって―精神分析と時間
―.

②言語的なものとそうでな
いものに関する芸術療法と
精神分析の比較構造論.

夢の分析によって神経症が治癒した
2症例を検討し、夢分析によって治
癒が起こるときは、患者自らが無意
識の作用によって神話的構造体を作
ることを示した。2月26日、千里阪
急ホテルにて当該講演会開催。

現代美術と精神分析の共通領域にお
ける書物について、現代美術を「内
でも外でもないものへの感受性」と
捉え、その点に精神分析との共通項
が見出されることを論じた。

④それはなぜラカンによら
なければ説明できないの
か？―神経症と精神病―.

③造形と精神分析―意味の
かたち.

神経症と精神病の症例を取り上げ、
治療の途上で起こった転換点におい
ては、3次元への安定を拒むトポロ
ジカルな構造や、規範的な因果論的
思考を乱す偶然性の契機が現れるこ
と、そしてそれらを合法則的に説明
するにはラカンの理論が適している
ことを示した。

（学会発表）

①（招待講演）夢の分析は
どのようにして神経症の治
癒を導くことができるの
か？

（その他）

②（解説）岡田彩希子著
『表現する「私」はどのよ
うに生まれるのか』への解
説.

①（招待講演・国際学会）
Keynote speech 1: "My
remotest past named hope:
A psychoanalytic essay on
transmigration in time
and space".


